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●営業局営業部
〒980-8660 仙台市青葉区五橋1-2-28
TEL 022-211-1318　FAX 022-227-0923

●東京支社営業部
〒105-0004 東京都港区新橋5-13-1新橋菊栄ビル7Ｆ
TEL 03-6435-8401　FAX 03-6435-8406

●大阪支社営業部
〒541-0041 大阪市中央区北浜2-1-23
TEL 06-6227-1051　FAX 06-6227-1060
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人と人がつながるカタチを描きました。

一人ひとりの支えあう気持ちが重なりあって、

もっと大きなチカラが生まれるといいな

という意味をこめて



次世代参加型プログラム

　東日本大震災の発生から年月が経過し、当時の記憶

が薄れつつあります。震災前後に生まれた中学生の世代

では、全く記憶が無いというケースがもはや圧倒的です。

来たるべき大災害から一人でも多くの命を守るためには、

記憶の風化を防ぎ、若い世代へ教訓を継承していくことが

必要不可欠です。教訓の若き担い手である中学生たちに、

宮城県内各地の被災地を視察してもらい、十代の目線から

震災の事実と向き合う取り組みを2020年から実施。いず

れも大いに反響を集めました。

　事前にオリエンテーションを行い、予備知識を備えて

被災地を訪問。現地の語り部や追悼施設、震災遺構、復

興めざましい地域などで学びを深めながら、肌で感じて

実感を得る視察を実施します。その後、ワークショップで

それぞれの考えをまとめ、中学生自身が伝えたい東日本

大震災についての記事を作成してもらいます。それをブラ

ンケット判4か面にまとめた特集紙面「震災伝承新聞」を、

宮城県内外の中学校や災害伝承施設へ合計8万部を

配布します。

中学生が被災地の今をレポート
「震災伝承新聞」

1

中学生に託す伝承のバトン

参加予定の中学校

●聖ウルスラ学院英智小・中学校
●仙台市立五橋中学校
●仙台市立三条中学校

視察予定の被災地

●南三陸町
●山元町
●松島町

企画展開
スケジュール
（予定）

2024年8月～9月 被災地視察
2024年11月下旬 視察レポート特集紙面掲載
2025年2月11日 震災伝承新聞発行
2025年3月下旬 校内発表会レポート特集紙面掲載

昨年度の
中学生震災伝承新聞は

こちらから
ご覧いただけます

地域の未来のために
河北新報社が考える
企業・団体、読者参加型のプログラム
復興の歩みを振り返り
地域の今を見つめなおすプロジェクト
　「今できることプロジェクト」は、2011年3月11日に発生した東日本大

震災からの懸命な復旧・復興の取り組みの中で「今、私たちにできること

はなんだろう？」という問いかけから2012年に始動しました。これまで、

多くの企業・団体の皆さま、読者の皆さまから共感をいただいて、幅広い

活動を展開してきました。

　発災から14年目の本年度は、被災地に寄り添って伴走するプロジェ

クトの原点はそのままに、被災地の復興への営みを学び直し、次世代に

震災の記憶と教訓を伝える活動に注力します。賛同企業・団体と読者に

参加を呼び掛けるバスツアーは、被災した大川小学校で妹を失った映像

作家の映画上映会と現地訪問（12月中旬予定）、BCP（事業継続計画）

の観点で仙台港・蒲生エリアなどを訪ねる企画（2025年1月予定）の

2コースを用意しました。中学生が宮城県内の被災地3か所を取材して

記事にまとめる「震災伝承新聞」も発行します。

　転勤や就職、進学などで震災後に宮城県内で生活を始めた、震災と

復興を改めて学びたい、震災の伝承活動を支援したい。そうした皆さまに

向けた、被災地の新聞社だからできるプログラムです。ぜひ趣旨にご賛同

いただき、活動にもご参加いただけますと幸いです。変わらぬご支援のほど

何卒よろしくお願い申し上げます。

これまでの詳しい活動の記録は
こちらからご覧いただけます。
https://www.kahoku.co.jp/imadeki/
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石
巻
市
雄
勝
町

雄
勝
地
区
震
災
慰
霊
公
園

で

高
齢
の
入
院
患
者
40
人
全
員
と

患
者

を
救
お
う
と
病
院
内
に
留
ま
っ
た
職
員
24
人
が
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
石
巻
市
立
雄
勝

病
院
の
犠
牲
者
慰
霊
碑
に
献
花
す
る
仙
台
白
百
合
学
園
中
学
校
の
中
学
生
記
者

多賀城高校災害科学科の生徒が歩道橋に設置した津波の波高を示す
標識の説明を聞く塩釜第二中学校の中学生記者

尚絅学院大学ボランティアチームＴＡＳＫＩのメンバーが指導する
「防災ボトル」作りワークショップを体験する南光台中学校の生徒

石巻市雄勝町の道の駅 硯上 けんじょう の里 で語り部の佐藤美千代
さんの話に耳を傾ける仙台白百合学園中学校のメンバー

発行 河北新報社営業局2024211

多賀城市 まち歩き

石巻市雄勝を訪ねて

大学生と名取閖上へ

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
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年
。
河
北
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報
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興
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援
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は
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次
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承
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４
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災
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取
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ま
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幼
少
期
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園
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南
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３

校
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人
が
記
者
と
し
て
被
災
地
取
材
に
挑
戦
、
そ
れ
ぞ
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の
視
点
で
記
事
化
し
た
レ
ポ
ー
ト
で
す
。震
災
の
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憶
と
教
訓
を
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校
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承
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幸
い
で
す
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(１) ２０２４年(令和６年)２月(１) ２０２４年(令和６年)２月



　震災による津波で壊滅的な被害を受けましたが、2016年9月に復旧工事

が完了。施設見学では、センターの役割や機能を知るだけでなく、映像資料

「3.11の記録・証言」や被災当時のまま残る第三ポンプ場などから、震災被害

の凄まじさを知ることができます。

https://www.city.sendai.jp/
soshikikanri/shise/gaiyo/soshiki/141/159.html

南蒲生浄化センター みやぎ生協 東日本大震災学習・資料室
　みやぎ生協が、震災に際して取り組んだことを後世に伝える責務があると

考えて設置した学習施設。テーマごとに豊富な資料を展示しており、震災

関連の書籍やDVDなども閲覧可能です。河北新報が発行した発災当日の

号外、翌日以降の新聞を日を追って読むことができます。

https://www.miyagi.coop/outline/shien/study_data/

企画展開
スケジュール
（予定）

2024年12月上旬 参加募集スタート
2025年  1月中旬 視察ツアー実施
2025年  2月中旬 視察ツアー採録紙面掲載

仙台・沿岸部で「備え」を学ぶツアーの趣旨に賛同し、公募で選ばれた河北新報

読者とご同行いただける賛同企業の参加者を募集いたします。

賛同企業様からの参加も歓迎賛同企業様へ

石巻・大川小を知り、「未来を拓く」上映会ツアーの趣旨に賛同し、公募で選ばれた

河北新報読者とご同行いただける賛同企業の参加者を募集いたします。

賛同企業様からの参加も歓迎賛同企業様へ

3 4

賛同企業の
参加を募集

読者参加型プログラム

　東日本大震災による大津波で、児童74人、教員10人が

犠牲となった「石巻市立大川小学校」。当時小6の妹を亡く

した佐藤そのみさんは、震災の4年後に日本大学芸術学部

映画学科へ進学しました。在学中に、震災をテーマにした

映画を制作。このツアーでは震災直後の大川地区を舞台に

多感な14歳の心境を描いた劇映画「春をかさねて」と、家族

や友人を大川小で失った同世代の震災から８年半を経た

姿を当事者の目線で追ったドキュメンタリー「あなたの瞳に

話せたら」を上映。理解を深めるため、北上川河口から3.7 km

内陸に位置する「石巻市震災遺構大川小学校」を訪れます。

上映会場となる津波火災の痕跡を唯一残す「石巻市震災遺

構門脇小学校」も見学。垂直避難の危うさを知ることで津波

への確かな備えとします。

悲しみを乗り越えて故郷を描いた
若き映像作家に思いを重ねて。

2

石巻・大川小を知り、「未来を拓く」上映会ツアー
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「春をかさねて」（2019 ／劇映画／ 45分）
@Sonomi Sato

提供：石巻市

「あなたの瞳に話せたら」（2019 ／ドキュメンタリー／ 29分）
@Sonomi Sato

映像作家　佐藤そのみ さん
　1996年生まれ、石巻市出身。幼少期に映画を作ることを志す。2011年の東

日本大震災で、石巻市立大川小学校に通っていた2歳下の妹を亡くす。日本

大学芸術学部映画科在学中に、石巻市で数本の劇映画やドキュメンタリーを

自主制作する。現在は東京在住。

石巻市震災遺構大川小学校

https://www.ishinomakiikou.net/

　東日本大震災をめぐる事象と教訓を後世に伝え継ぐため、甚大な被害を受

けた石巻市立大川小学校を整備し、震災遺構として公開。伝承館では、震災

前後の航空写真や地域模型、実物資料を展示しているほか、校舎の内部写

真や裁判記録を閲覧することができます。

企画展開
スケジュール
（予定）

2024年11月中旬 参加募集スタート
2024年12月中旬 上映ツアー実施
2025年  1月下旬 上映ツアー採録紙面掲載

賛同企業・読者参加型プログラム

　東日本大震災では、物流の途絶により、生活物資の入

手が宮城県全域で困難となりました。県下48店舗（当時）

を展開する「みやぎ生協」も沿岸部など14店舗に大きな被

害が発生。全国からの支援を受け、数量限定の店頭販売

や救援物資輸送、ボランティアセンターの開設など、多方

面で被災した県民の暮らしを支えました。当ツアーでは

泉区「みやぎ生協東日本大震災学習・資料室」を訪れ、

豊富な展示・映像資料などから備えの大切さを学びます。

　仙台で発生する汚水の70％を処理する宮城野区「南

蒲生浄化センター」も10㍍超の津波で基幹終末処理場が

完全に機能を停止。完全復旧するまで5年以上の月日を

要しました。ツアーでは当時の状況を伝える映像資料や

講話、津波の威力で壁面が湾曲した第3ポンプ場などを

見学。災害に強く、環境にも配慮した未来志向のインフラ

施設ほか、仙台港エリアで生産を再開したビール工場も

訪れ、それぞれのBCP事例から理解を深めます。

BCP（事業継続計画）の観点で
復興の歩みを振り返る。

3

仙台・沿岸部で「備え」を学ぶ
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これまでの活動内容や新着情報は「今できることプロジェクト」特設HPをご覧ください。

I H I／アサヒビール 東北統括本部／石巻市震災遺構門脇小学校・大川小学校／岩手日日新聞社／NTTデータ東北／キリンビール 東北統括本部／ケーズデンキグループ・デンコードー／劇団四季
光輝ビルテクノス／神戸製鋼所東北支店／サッポロビール／サントリー 東北営業本部／JTB 仙台支店／住友不動産 東北事業所／生命保険協会 宮城県協会／仙台環境開発／DICグラフィックス
伝承千年の宿 佐勘／東伸環境／日本製紙／日本製紙クレシア／日本損害保険協会／日本郵便 東北支社／野村不動産 仙台支店／東日本油化工業／平松剛法律事務所／藤崎
富士フイルムグラフィックソリューションズ／みちのく企業グループ／三井住友海上／三井不動産／三菱地所グループ／三菱重工機械システム／宮城県建設業協会／宮城県自動車整備振興会／宮城交通
明治安田生命 仙台支社／リコージャパン 宮城支社／河北新報社  （順不同）
◎後援／宮城県、福島県、仙台市、石巻市、多賀城市、名取市、大熊町、富岡町、宮城県市長会、宮城県町村会、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会

河北新報社が考える被災地支援プロジェクトは、
地域の可能性を発信し、記憶を継承する取り組みへ。

   東日本大震災からの復興を果たすため、「今、私たちにできることは何だろう？」という真摯な問いかけから、2012年に活動がスタートしたこのプロジェクト。被災地訪問ツアーや情報発信支援、参加者が現地で汗を流す
ボランティア活動など、年度ごとに企画や内容の拡充を図り、アクションの幅を広げてきました。さまざまな派生プロジェクトにも取り組みながら、この活動は新たな可能性を模索し続けます。

私たち賛同企業も、再生と伝承のために「今できること」をともに考え、このプロジェクトに賛同し、推進していきます。

命を守る教訓をつなぎ、地域再生の確かな脈動を。
東日本大震災の発災から13年目を迎えた本年度は、被災地に寄り添って伴走する「今できることプロジェクト」の原点はそのままに、

被災地の復興への営みを学び直し、その現在地を知り、次世代に震災の記憶と教訓を伝える活動を主眼に展開します。
復興の歩みをご存じの方はもちろん、震災後に宮城を訪れた方、震災と復興を改めて学びたいと願う方、記憶と教訓の伝承活動を支援したいと考える方など、

大きな共感の輪を広げながら、地域再生の歩みを応援し、新たな可能性の道筋を開く3つのプログラムを用意しています。

2023-2024

2 3
福島相双地域の今を知り
未来を思うツアー

※詳しくは10月3日の朝刊をご覧ください。

故郷に確かな未来を描ける
真の再生を目指して。
　福島県沿岸中部以北の“浜通り地方”12市町村を指す「相双地
域」。東日本大震災では地震・津波・原発事故の複合災害に見舞わ
れ、同じ被災県でハード面の復旧が進んだ宮城・岩手とは異なる様相
を見せています。
　このツアーでは、大熊町の帰還困難区域や特定復興再生拠点を巡
りながら、「中間貯蔵工事情報センター」で中間貯蔵施設を見学し、
東京電力福島第1原子力発電所から1.3キロ地点の高齢者施設「サ
ンライトおおくま」などを視察。その後、「富岡町3・11を語る会」の語
り部と合流し、原発事故後の暮らしについて耳を傾けながら、富岡漁
港や夜の森桜並木などをたどります。そして、富岡町の新たな魅力創
出を目指す「とみおかワインドメーヌ」の圃場見学も行います。

震災を知らない中学生に
託す伝承のバトン

中学生が被災地の今をレポート
「震災伝承新聞」。
　この春、中学校に入学した世代は東日本大震災が発生した年に生
まれており、自身の実体験として震災の記憶はありません。
　将来の大災害に備える教訓の若き担い手である中学生たちに、宮
城県内各地の被災地を視察してもらい、若い目線から震災の事実と
向き合う機会を創出する取り組みをこれまで3回実施し、各方面から
大いに反響を集めました。今年度は、塩竈市立第二中学校、仙台白
百合学園中学校、仙台市立南光台中学校の生徒たちがそれぞれ多賀
城市、石巻市雄勝町、名取市を訪れ活動に取り組みます。その取材
成果をまとめた特集紙面8万部を、宮城県内外の中学生や各施設へ
配布する予定です。

1 読者参加型プログラム 次世代参加型プログラム

【ツアー実施】2023年11月4日予定 【中学生震災伝承新聞発行】2024年2月予定

仙台沿岸の現在地に触れ
未来と出合うツアー

復興への新たな歩みを続ける
荒浜・閖上の海岸線をたどる。
　仙台市中心部で津波被害の爪痕を目にすることはありませんが、
東部沿岸の浸水域では、地域再生に向けた新たな躍動を体感するこ
とができます。
　賛同企業の希望者と一般読者を対象とするこのツアーは、校舎2階
まで津波が到達した仙台市若林区「震災遺構 仙台市立荒浜小学校」
の見学からスタート。多重防御の観点からかさ上げされ、2019年に開
通した県道塩釜亘理線を経由し、街区を現地再建した名取市閖上
（ゆりあげ）でこれまでの歩みを振り返ります。2022年4月、仙台市若
林区藤塚にオープンした食・農・温泉の複合施設「アクアイグニス仙
台」も訪ね、その活気に触れながら、この地域が目指す未来図を探り
ます。

賛同企業・読者参加型プログラム

【ツアー実施】2024年2月中旬予定

プロジェクト
始動です

しん し

［お問い合わせ］今できることプロジェクト事務局（河北新報社営業部） tel 022-211-1318河北　今できること 検  索 facebookページもあります。www.kahoku.co. jp/imadeki/

企画・制作 営業局（今できることプロジェクト事務局）

賛同企業名

基本プランA
❶各回特集紙面に企業名表記
❷毎月１回、朝刊カラー全5段で企業ロゴ掲載（2024年10月～2025年3月）
❸被災地支援活動を取材（素材提供も可）し、朝刊記事体モノクロ３段１/２を１回掲載
　※被災地支援活動以外の原稿を掲載希望の場合、朝刊カラー４段１/４相当を１回掲載
❹特設ｗｅｂサイト内で企業ロゴ掲載およびリンク設置
❺「石巻・大川小を知り『未来を拓く』上映会ツアー」への参加権利（2名まで）
❻「仙台・沿岸部で『備え』を学ぶ」視察ツアーへの参加権利（3名まで）
❼次世代参加型プログラムで中学生が作成した「震災伝承新聞」に企業ロゴ表記

300,000円（税別）

1,700,000円（税別）オプションプランB（カラー全5段）
プランAの❶～❼に加え、
❽朝刊カラー全５段（税別定価1,985,000円）の掲載（1回）　掲載期間／ 2024年9月～ 2025年3月
※ご希望の掲載日をお知らせください。（日幅をいただく場合がございます）

3,600,000円（税別）オプションプランC（カラー全15段）
プランAの❶～❼に加え、
❽朝刊カラー全1５段（税別定価4,250,000円）の掲載（1回）　掲載期間／ 2024年9月～ 2025年3月
※ご希望の掲載日をお知らせください。（日幅をいただく場合がございます）

ご賛同料金について お申し込み締切　2024年9月13日(金)
※プロジェクト期間途中からの参加も可能でございますが、賛同料金については同額になります。

新聞広告追加プラン

　東日本大震災発生時からの取り組みをまとめておきたい、新たなフェーズとしてどのような

取り組みをしたら良いのか、企業研修として被災地へ訪問を考えたい、など東日本大震災支援

関連でのお困りごとなどございましたらご遠慮なく当プロジェクト事務局にお問い合わせください。
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紙面展開

●2024年10月～2025年3月まで①、②のいずれかを1回掲載
①記事体広告…被災地支援活動の取材記事（朝刊モノクロ3段1/2）
※毎月下旬、賛同企業被災支援活動の取材記事として、複数社とりまとめて掲載します。ご希望の掲載月をご連絡ください。
②ディスプレー広告…朝刊カラー4段1/4相当 カット付きフリースペース
※ご希望の掲載日をお知らせください。

　このプロジェクトに協力してくださる賛同企業様の

ために、ツアーの一般参加者を募る募集告知（全7段）

や活動内容を伝えるレポート（全15段）ほか、さまざまな

紙面展開をご用意しています。賛同企業様の社名やロゴ

の紙面掲載をはじめ、ディスプレー広告や記事体広告

など、ご要望に合わせてご案内いたします。

①記事体広告…モノクロ3段1/2
貴社の被災地支援活動に関する取り組みを取材します。
◎写真／2点まで

②ディスプレー広告
　…カラー4段1/4

◎フリースペースサイズ
　タテ 110 mm×ヨコ 90 mm
　※完全データにて入稿ください

賛同企業向けカット付フリー
スペースとしてご利用いただ
けます。

※昨年度の紙面です。

プロジェクト掲載紙面
●2024年10月1日から（予定）
●朝刊カラー全15段、全7段 など

スタート紙面 紙面に
賛同企業名
掲出

プロジェクト告知（社名ロゴ連合）

賛同企業フリースペース

●2024年10月～2025年3月まで
●朝刊カラー全5段
　（タテ169mm×ヨコ381mm）

賛同企業
ロゴを月1回
掲出

今できることプロジェクト
オフィシャルホームページ

https://www.kahoku.co.jp/imadeki/

今できることプロジェクト
Facebook

https://www.facebook.com/imadeki/

記事と連動しながら
賛同者と情報共有

ホームページとSNS

河北新報読者だけでなく
広く活動内容を発信

2024-2025 学び直しと伝承


